
 

 

                                         2022年 

 

１１月に地域・在宅看護論実習に出向きました。コロナ禍ではありましたが、 

多くの実習施設で様々な体験をすることができました。実習の中間と終了後には 

「地域・在宅看護論演習」として実習での学びをまとめ、表現しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月と１２月の学校風景 



 

 

 

 １２月に、２年間の集大成となる老年看護学実習Ⅰがありました。３年生に向けての学びのまとめの

機会でもあります。 

コロナ禍での実習となりましたが、最初の１週間は病院に出向き患者さんと直接コミュニケーション

を取り、必要な看護についてグループメンバーと真剣に話し合いました。後半は、コロナ感染症の影響で

学内実習になりましたが、リアルな患者さんをイメージしながら実践に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

           １１月…ついに、３年間の実習のすべてを終了しました。３年生では６つの 

領域別実習と統合実習、合わせて７クールの実習に出向きました。コロナ禍で、 

実習形態の変更なども多々ありましたが、 

４月から１１月まで、ほぼ実習漬けの毎日 

でした。無事に実習をやり終えて、晴れやかな 

笑顔が溢れています。 

                           机の上が散らかっているのは、終了した 

解放感からではなく、通常の様子です。 

「環境を整える」ことも看護の役割です。 

自分の周りの環境も、学習に適した環境に

整えていこう！！ 

 

 

 

実習終了の安堵感も束の間、国家試験に向けての学習が始まっています。個人やグループなど、様々な

学習方法で対策に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年 12月、今年度の第２回講演会が開催されました。 

講師の藤田先生と一緒に、社会問題を解決するための 

「ネタ」を考えました！！ 

 

 

全学年 


